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研究成果の概要（和文）：本研究の主題は、近代アジアの地域間分業において、漆貿易を通してその一側面を提
示することが目的である。貿易の担い手となる漆貿易商と漆生産者からアプローチするために、現地調査（日本
：和歌山、鳥取、大阪、海外：台湾、ベトナム、韓国）を実施した。現地での生産者へのインタビュー調査で
は、文献資料では得られない情報を入手することができた。一部成果は、学会での口頭発表（2015年）、ベトナ
ムと台湾での国際シンポジウムで口頭発表するとともに（2015年、2017年）、その成果は論集としてまとめられ
た。

研究成果の概要（英文）：The goal of research is to present the aspects of the lacquer trade of the 
regional development of the division of labor in Modern Asia.  From the perspective of the merchants
 of the lacquer trade and the lacquer producers, I conducted the local surveys both inside of Japan 
(Wakayama, Tottori, and Osaka) and outside of Japan (Taiwan, Vietnam, and Korea).  The information 
unavailable from the reference data has been obtained from the interviews with the local lacquer 
producers.  I presented some findings at the Japanese academic society in 2015 and the international
 symposiums in Vietnam and Taiwan in 2015 and 2017, respectively.  The resultant findings have been 
summarized in the collection of the essays.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
漆は伝統工芸である漆器製造に使われたという認識が強いが、第一次世界大戦以降の日本の工業化に伴って工業
用塗料として使われ、のちには軍需用にまで及んでいた。残念ながら戦後は西洋塗料の台頭や合成樹脂の登場
で、伝統工芸での漆器に限られるようになった。しかし、アジア各地では漆工芸が根強く伝承されている。現在
もアジア特有の商品・産品であり、原料である漆をアジア域内貿易との関係で論じる意味がある。また、漆工芸
の歴史においては、通史的であり、日本が原料を輸入に依存していたにも関わらず、原料確保に関した検討はご
く限られ、研究の空白部分であり、この部分を少しでも埋めることができたことは大きな成果である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
各分野からアジア間貿易と原料獲得の構図およびそれに伴う人的移動・役割を解明する努力

がなされてはいるものの、漆貿易・漆生産過程については、その全体像が解明されていない。
特に、経済史研究において林業分野の研究蓄積は限られており、本研究で対象とする原料とし
ての漆（漆樹・漆液）に関連した分析は、1950 年代以降は皆無である。戦前期植民地の林産資
源は、木材（建築、鉄道枕木）やパルプ原料のみならず、漆液も含め多岐に渡っていた。 
そして、日本における漆は、主に伝統工芸である漆器製造だけではなく、汽車や自動車の塗

料、紡績木管の錆止めなど工業用塗料として、のちには砲弾の錆止めといった軍需用にまで及
んでいた。しかも原料は、海外からの輸入に依存していたため、漆の確保は日本にとって切実
な問題だったのである。その最大の輸入先が、中国（漢口）、仏領インドシナ（北部・ハノイ）
であり、輸入先の確保と同時に「国産化」に向けた施策が日本の植民地である朝鮮や台湾にも
及んでいた。こうした日本の勢力圏での展開過程において漆の場合は、中小商業者が担ってお
り、資本力が弱小ゆえ現地で産官学がどう関わったのかが重要になってくる。 

 
２．研究の目的 
 近代における漆貿易および生産過程のプロセスを、その担い手を通して解明し、漆のアジア
地域間分業がどのように形成されていたのかを示すことが目的である。前述したように、ここ
で扱う漆は、第一次世界大戦以降の日本の工業化の進展に伴い、工業用塗料として注目される
ようになり、調査・研究が進められたアジア特有の林産物である。 
本研究の対象年代は、①1910 年代～1945 年まで。②1945 年以降。②によって戦後への連続

性の議論にも繋げる。対象地域は、①日本および沖縄、③仏領インドシナ（仏印）、④台湾、⑤
韓国、⑥中国、これら各地域での漆栽培に至るまでの社会的背景と栽培を担った産・官・学、
それぞれの役割および関連性について検討する。従来の研究では見過ごされていた漆の分野で、
アジア地域間分業の新たな一側面を示すことを目指す。 
 
３．研究の方法 
 国内外の関係者と連携しつつ、①国内における資料調査、関係者へのインタビュー調査、②
海外の漆産地調査と資料収集、関係者へのインタビュー調査、③分析および検討、④成果を学
会などで中間発表、⑤成果を一般にも広く報告する。 
 
４．研究成果 
 次の①～④が主な研究成果である。 
 ①国内各地で未開拓資料の発掘はもちろん、関係者へのヒアリングによって個人所有の資料
発掘に結びついた。特に、和歌山県海南市の田島漆店の海外展開を裏付ける資料および古写真
資料を入手できた。②漆業界への関係者インタビューによって、これまでの調査内容に新たな
知見を得られた（大阪市：漆精製会社、漆貿易会社）。 
③台湾、沖縄での産地調査によって、沖縄と日本、そして台湾との関係性を確認することが

できた。台湾ではかつての漆樹栽培地を見学し、日本植民地時代の漆精製機械を確認した。 
④ベトナムでは、戦前からの産地であるフートー省を訪問し、漆樹栽培と採取状況を見学す

るとともに、生産者へインタビュー調査を行った。また、地域内での収穫後、その流通の複雑
さを確認した。 
⑤韓国では、漆工芸家と漆関係者へのインタビュー調査によって、かつての漆樹栽培地の確

認と、戦後の漆工芸の変遷を知ることができた。 
 上記①と②の成果は、ベトナムでの国際シンポジウムで発表した。また、著書として論考を
発表した。また、③～⑤については、発表準備を進めているところである。 
 以上、本研究を通じて整理すると、次のような新たな展開があった。 
第１に、1950 年代以降皆無であった、原料に着目した漆研究に、新たな知見を加えることが

できた。 
第２に、ベトナムでは現在も漆産地が戦前から続いていることを確認し、流通に中国人が関

与していることまでは聞き取りで明らかになった。台湾では、戦前から戦後に産地・技術・機
械などが引き継がれたものの、現在では使われず輸入漆に依存していることを確認した。戦後
への連続、断絶の議論に検討を加えることが可能になった。 
第３に、沖縄においては、漆工芸の歴史には地域での研究蓄積があるものの、原料確保にど

う対処したのかは未開拓の部分であったことを確認した。日本および植民地台湾と、沖縄との
関係において、原料を巡る流通網がどう形成されてきたのか、ごく一部であるが明らかになっ
た。 
第４に、新たな資料の発掘によって、関連する研究（基盤 C「第二次世界大戦後ベトナムか

らの「引揚げ」と「残留」」2018 年～2020 年（課題番号 18K00983 代表・湯山英子）へ繋げるこ
とができた。この研究では、戦時期の再検討も射程にあり、漆商の「引揚げ」と戦後への連続
性にも言及できる。また、本研究と併行して、基盤研究 A「第二次世界大戦期日本・仏印・ベ
トナム関係研究の集大成と新たな地平」2013～2017 年（課題番号 25243007：代表・白石昌也）
に参加することで、新たな資料の発掘や情報の共有が可能になるなど、相互補完的に調査を進
めることができた。 



最後に反省点として、当初予定していた中国での現地調査ができなかったことである。戦前
からの漆集積地であった漢口に関する資料収集はしたものの、現地調査の機会を逃してしまっ
た。また、韓国についても、インタビュー調査で得られた情報を裏付ける資料の確認が済んで
おらず、これらについては、引き続き進めていきたい。 
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